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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 10日 (2007.5.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 容 器 か ら の 、 予 め 選 択 し た 位 置 へ の 流 体 流 れ に よ り 容 器 か ら 液 体 を 注
ぐ た め の 方 法 で あ っ て 、
　 第 １ の 回 転 軸 を 有 す る 第 １ の 要 素 を 確 立 す る こ と 、
　 第 ２ の 回 転 軸 に し て 、 第 １ の 回 転 軸 と 実 質 的 に 平 行 に 位 置 決 め さ れ 、 第 １ の オ フ セ ッ ト
距 離 に お い て 第 １ の 回 転 軸 か ら オ フ セ ッ ト さ れ 、 第 １ の 要 素 の 周 囲 の 内 部 に 配 置 さ れ た 第
２ の 回 転 軸 を 有 す る 第 ２ の 要 素 を 確 立 す る こ と 、
　 第 ３ の 回 転 軸 に し て 、 第 ２ の 回 転 軸 と 実 質 的 に 平 行 に 位 置 決 め さ れ 、 第 ２ の 回 転 軸 か ら
第 ２ の オ フ セ ッ ト 距 離 に お い て オ フ セ ッ ト さ れ 、 第 ２ の 要 素 の 周 囲 の 内 側 に 配 置 さ れ た 第
３ の 回 転 軸 を 有 す る 第 ３ の 要 素 を 確 立 す る こ と 、
　 流 体 を 収 納 す る 容 器 を 第 ３ の 要 素 か ら 支 持 す る こ と 、
　 第 １ の 回 転 軸 を 中 心 と し て 第 １ の 要 素 を 、 第 ２ の 回 転 軸 を 中 心 と し て 第 ２ の 要 素 を 、 第
３ の 回 転 軸 を 中 心 と し て 第 ３ の 要 素 を 夫 々 回 転 さ せ 、 前 記 予 め 選 択 さ れ た 位 置 へ の 流 体 流
れ に よ り 容 器 か ら 液 体 を 注 ぐ こ と 、
　 を 含 む 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 第 １ の オ フ セ ッ ト 距 離 及 び 第 ２ の オ フ セ ッ ト 距 離 を 等 し く し す る こ と
を 含 む 請 求 項 １ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 第 １ の 回 転 軸 を 中 心 と し て 第 １ の 要 素 を 、 第 ２ の 回 転 軸 を 中 心 と し て
第 ２ の 要 素 を 協 調 し て 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 第 １ の 回 転 軸 に 心 合 わ せ さ れ 且 つ 第 １ の 回
転 軸 を 中 心 と す る 円 内 を 移 動 さ せ 、 前 記 円 が 、 第 １ の 要 素 及 び 第 ２ の 要 素 の オ フ セ ッ ト 距
離 の 合 計 と 等 し い 半 径 を 有 す る よ う に し た 請 求 項 ２ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 容 器 か ら 液 体 を 精 密 に 注 ぐ た め の 装 置 で あ っ て 、
　 開 口 を 有 し 且 つ 第 １ の 回 転 軸 を 中 心 と し て 回 転 自 在 で あ り 、 固 定 支 持 構 造 に 結 合 し た 第
１ の 要 素 と 、
　 第 １ の 要 素 に 回 転 自 在 に 結 合 し た 第 ２ の 要 素 に し て 、 第 １ の 要 素 と 実 質 的 に 平 行 な 平 面
内 に 配 置 さ れ 、 開 口 を 有 し 且 つ 第 ２ の 回 転 軸 を 中 心 と し て 回 転 自 在 で あ り 、 該 第 ２ の 回 転
軸 が 、 第 １ の 要 素 の 開 口 を 貫 き 且 つ 第 １ の オ フ セ ッ ト 距 離 に お い て 第 １ の 回 転 軸 か ら オ フ
セ ッ ト さ れ た 第 ２ の 要 素 と 、
　 第 ２ の 要 素 に 回 転 自 在 に 結 合 し た 第 ３ の 要 素 に し て 、 第 ２ の 要 素 と 実 質 的 に 平 行 な 平 面



内 に 配 置 さ れ 、 第 ２ の 要 素 の 開 口 を 貫 き 且 つ 第 ２ の オ フ セ ッ ト 距 離 に お い て 第 ２ の 回 転 軸
か ら オ フ セ ッ ト さ れ た 第 ３ の 回 転 軸 を 中 心 と し て 回 転 自 在 で あ る 第 ３ の 要 素 と 、
　 第 ３ の 要 素 に 回 転 自 在 に 結 合 し た 容 器 支 持 構 造 に し て 、 第 １ の 要 素 及 び 第 ２ の 要 素 の 各
開 口 を 貫 き 、 第 ３ の 要 素 の 周 囲 か ら 空 間 的 に 突 出 し 、 該 容 器 支 持 構 造 に 容 器 が 結 合 さ れ 、
か く し て 、 容 器 が 、 第 １ の 回 転 軸 、 第 ２ の 回 転 軸 、 第 ３ の 回 転 軸 を 中 心 と し て 回 転 す る こ
と に よ り 、 容 器 か ら 予 め 選 択 し た 位 置 に 液 体 が 注 が れ る よ う に し た 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 容 器 か ら 予 め 選 択 し た 場 所 に 液 体 を 精 密 に 注 ぐ た め の 装 置 で あ っ て 、
　 第 １ の 開 口 を 有 す る 壁 と 、
　 壁 と 実 質 的 に 平 行 な 平 面 内 に 配 置 さ れ 、 第 １ の 開 口 を 占 有 す る 第 １ の 要 素 に し て 、 第 ２
の 開 口 を 有 し 、 前 記 壁 と 実 質 的 に 平 行 な 平 面 と 直 交 し 且 つ 第 １ の 開 口 を 貫 く 第 １ の 回 転 軸
を 中 心 と し て 回 転 自 在 の 第 １ の 要 素 と 、
　 前 記 壁 と 実 質 的 に 平 行 な 平 面 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ の 開 口 を 占 有 す る 第 ２ の 要 素 に し
て 、 第 １ の 回 転 軸 と 平 行 で あ り 且 つ 第 １ の 回 転 軸 か ら オ フ セ ッ ト さ れ 、 第 １ の 開 口 及 び 第
２ の 開 口 を 貫 く 第 ２ の 回 転 軸 を 有 す る 第 ２ の 要 素 と 、
　 液 体 を 収 納 す る 容 器 を 支 持 す る よ う に し た 容 器 支 持 構 造 に し て 、 第 ３ の 開 口 を 占 有 し 且
つ 前 記 壁 か ら 軸 方 向 に 離 れ る 方 向 に 突 出 し 、 第 ２ の 回 転 軸 と 平 行 で あ り 且 つ 第 ２ の 回 転 軸
か ら オ フ セ ッ ト さ れ 、 第 １ の 開 口 及 び 第 ２ の 開 口 を 貫 く 第 ３ の 回 転 軸 を 中 心 と し て 前 記 第
２ の 要 素 に 関 し て 回 転 自 在 の 容 器 支 持 構 造 と 、
　 を 有 し 、
　 第 １ の 要 素 及 び 第 ２ の 要 素 及 び 容 器 支 持 構 造 を 、 第 １ の 回 転 軸 、 第 ２ の 回 転 軸 、 第 ３ の
回 転 軸 を 中 心 と し て 夫 々 選 択 的 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 容 器 が 位 置 決 め さ れ 且 つ 回 転 さ
れ る よ う に し た 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 第 ２ の 回 転 軸 が 、 第 １ の オ フ セ ッ ト 距 離 に お い て 第 １ の 回 転 軸 か ら オ
フ セ ッ ト さ れ 、 第 ３ の 回 転 軸 が 、 第 １ の オ フ セ ッ ト 距 離 と 実 質 的 に 等 し い 第 ２ の オ フ セ ッ
ト 距 離 に お い て 第 ２ の 回 転 軸 か ら オ フ セ ッ ト さ れ る 請 求 項 ５ の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 容 器 支 持 構 造 が 第 ３ の 開 口 を 閉 鎖 し 、 第 ２ の 要 素 及 び 容 器 支 持 構 造 が
第 ２ の 開 口 を 閉 鎖 し 、 第 １ の 要 素 及 び 第 ２ の 要 素 及 び 容 器 支 持 構 造 が 第 １ の 開 口 を 閉 鎖 す
る 請 求 項 ５ の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 第 １ の 開 口 、 第 ２ の 開 口 、 第 ３ の 開 口 が 全 体 に 円 形 で あ り 且 つ 第 １ の
回 転 軸 、 第 ２ の 回 転 軸 、 第 ３ の 回 転 軸 に 各 々 心 合 わ せ さ れ 、 第 １ の 要 素 、 第 ２ の 要 素 、 の
各 々 が 全 体 に 円 形 で あ り 且 つ 第 １ の 回 転 軸 及 び 第 ２ の 回 転 軸 に 各 々 心 合 わ せ さ れ 、 容 器 支
持 構 造 の 、 第 ３ の 開 口 を 占 有 す る 一 部 分 が 、 全 体 に 円 形 で あ り 且 つ 第 ３ の 回 転 軸 と 心 合 わ
せ さ れ る 請 求 項 ５ の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 容 器 支 持 構 造 が 、 シ ー ル さ れ た チ ャ ン バ 内 に 位 置 付 け ら れ 、 壁 が 、 該
シ ー ル さ れ た チ ャ ン バ の 壁 で あ る 請 求 項 ５ の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 第 １ の 要 素 が 壁 に シ ー ル さ れ 、 第 ２ の 要 素 が 第 １ の 要 素 に シ ー ル さ
れ 、 容 器 支 持 構 造 が 第 ２ の 要 素 に シ ー ル さ れ 、 か く し て 、 第 １ の 要 素 及 び 第 ２ の 要 素 及 び
容 器 支 持 構 造 は 回 転 に 際 し て シ ー ル 状 態 に 維 持 さ れ る 請 求 項 ５ の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 壁 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ の モ ー タ に し て 、 該 第 １ の モ ー タ の 出 力 を
第 １ の 要 素 に 係 合 さ せ て 第 １ の 要 素 を 回 転 す る 第 １ の モ ー タ と 、
　 第 １ の 要 素 に 取 り 付 け た 第 ２ の モ ー タ に し て 、 該 第 ２ の モ ー タ の 出 力 を 第 ２ の 要 素 に 係
合 さ せ て 第 ２ の 要 素 を 回 転 さ せ る 第 ２ の モ ー タ と 、
　 第 ２ の 要 素 に 取 り 付 け た 第 ３ の モ ー タ に し て 、 該 第 ３ の モ ー タ の 出 力 を 容 器 支 持 構 造 に
係 合 し て 容 器 支 持 構 造 を 回 転 さ せ る 第 ３ の モ ー タ と を 更 に 含 む 請 求 項 ５ の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 電 源 と 、
　 該 電 源 と 、 第 １ の モ ー タ 、 第 ２ の モ ー タ 、 第 ３ の モ ー タ に 各 々 結 合 し た 、 第 １ の 駆 動 コ
ン ト ロ ー ラ 、 第 ２ の 駆 動 コ ン ト ロ ー ラ 、 第 ３ の 駆 動 コ ン ト ロ ー ラ に し て 、 前 記 第 １ ～ 第 ３
の 各 モ ー タ の 速 度 及 び 位 置 出 力 の 方 向 と を 制 御 す る 第 １ の 駆 動 コ ン ト ロ ー ラ 、 第 ２ の 駆 動
コ ン ト ロ ー ラ 、 第 ３ の 駆 動 コ ン ト ロ ー ラ と 、
　 壁 に 取 り 付 け ら れ 、 第 １ の 要 素 に よ り 駆 動 さ れ る 第 １ の 角 度 位 置 ト ラ ン ス デ ュ ー サ に し
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て 、 該 第 １ の 角 度 位 置 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 出 力 に よ り 第 １ の 要 素 の 回 転 角 度 位 置 が 表 示 さ
れ る 第 １ の 角 度 位 置 ト ラ ン ス デ ュ ー サ と 、
　 第 １ の 要 素 に 取 り 付 け ら れ 、 第 ２ の 要 素 に よ り 駆 動 さ れ る 第 ２ の 角 度 位 置 ト ラ ン ス デ ュ
ー サ に し て 、 該 第 ２ の 角 度 位 置 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 出 力 に よ り 第 ２ の 要 素 の 回 転 角 度 位 置
が 表 示 さ れ る 第 ２ の 角 度 位 置 ト ラ ン ス デ ュ ー サ と 、
　 第 ２ の 要 素 に 取 り 付 け ら れ 、 容 器 支 持 構 造 に よ り 駆 動 さ れ る 第 ３ の 角 度 位 置 ト ラ ン ス デ
ュ ー サ に し て 、 該 第 ３ の 角 度 位 置 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 出 力 に よ り 容 器 支 持 構 造 の 回 転 角 度
位 置 が 表 示 さ れ る 第 ３ の 角 度 位 置 ト ラ ン ス デ ュ ー サ と 、
　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ と 、
　 第 １ の エ ラ ー 増 幅 器 に し て 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ か ら の 第 １ の 入 力 と 、 第 １ の 角 度 位
置 ト ラ ン ス デ ュ ー サ か ら の 第 ２ の 入 力 と 、 第 １ の モ ー タ へ の 出 力 を 制 御 す る た め の 、 第 １
の 駆 動 コ ン ト ロ ー ラ に 対 す る １ つ の 出 力 と を 有 す る 第 １ の エ ラ ー 増 幅 器 と 、
　 第 ２ の エ ラ ー 増 幅 器 に し て 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ か ら の 第 １ の 入 力 と 、 第 ２ の 角 度 位
置 ト ラ ン ス デ ュ ー サ か ら の 第 ２ の 入 力 と 、 第 ２ の モ ー タ へ の 出 力 を 制 御 す る た め の 、 第 ３
の 駆 動 コ ン ト ロ ー ラ に 対 す る １ つ の 出 力 と を 有 す る 第 ２ の エ ラ ー 増 幅 器 と 、
　 第 １ の 要 素 、 第 ２ の 要 素 、 容 器 支 持 構 造 を 手 動 で 回 転 さ せ る た め の 、 若 し く は 注 ぎ プ ロ
フ ァ イ ル を シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ に 記 憶 さ せ る た め の 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ に 対 す る 入
力 装 置 と 、
　 を 含 む 請 求 項 １ １ の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 容 器 か ら 予 め 決 定 し た 場 所 に 液 体 を 精 密 に 注 ぐ た め の 方 法 で あ っ て
、
　 第 １ の 開 口 を 有 す る 壁 を 提 供 す る こ と 、
　 壁 と 実 質 的 に 平 行 な 平 面 内 に 配 置 さ れ 、 第 １ の 開 口 を 占 有 す る 第 １ の 要 素 に し て 、 第 ２
の 開 口 を 有 し 、 壁 と 実 質 的 に 平 行 な 平 面 と 直 交 し 且 つ 第 １ の 開 口 を 貫 く 第 １ の 回 転 軸 を 中
心 と し て 回 転 自 在 の 第 １ の 要 素 を 提 供 す る こ と 、
　 壁 と 実 質 的 に 平 行 な 平 面 内 に 配 置 さ れ 、 第 ２ の 開 口 を 占 有 す る 第 ２ の 要 素 に し て 、 第 １
の 開 口 及 び 第 ２ の 開 口 を 貫 き 且 つ 第 １ の 回 転 軸 か ら オ フ セ ッ ト さ れ 且 つ 該 第 １ の 回 転 軸 と
平 行 な 第 ２ の 回 転 軸 を 中 心 と し て 第 １ の 要 素 に 関 し て 回 転 自 在 の 第 ２ の 要 素 を 提 供 す る こ
と 、
　 流 体 を 収 納 す る 容 器 を 支 持 す る よ う に な っ て お り 、 第 ３ の 開 口 を 占 有 す る 容 器 支 持 構 造
に し て 、 第 １ の 開 口 、 第 ２ の 開 口 、 第 ３ の 開 口 を 貫 き 且 つ 第 ２ の 回 転 軸 か ら オ フ セ ッ ト さ
れ 且 つ 第 ２ の 回 転 軸 と 平 行 な 第 ３ の 回 転 軸 を 中 心 と し て 第 ２ の 要 素 に 関 し て 回 転 自 在 の 容
器 支 持 構 造 を 提 供 す る こ と 、
　 容 器 支 持 構 造 に よ り 支 持 さ れ た 、 液 体 を 収 納 す る 容 器 に し て 、 第 ３ の 回 転 軸 を 中 心 と し
て 回 転 す る こ と に よ り 容 器 か ら 液 体 が 注 が れ 得 る よ う に 前 記 容 器 支 持 構 造 に よ り 支 持 さ れ
た 容 器 を 提 供 す る こ と 、
　 第 １ の 要 素 及 び 第 ２ の 要 素 を 各 々 第 １ の 回 転 軸 及 び 第 ２ の 回 転 軸 を 中 心 と し て 回 転 さ せ
る こ と に よ り 、 容 器 を 所 望 の 位 置 に 位 置 決 め す る こ と 、
　 第 ３ の 回 転 軸 を 中 心 と し て 容 器 支 持 構 造 を 回 転 さ せ る こ と に よ り 容 器 か ら 液 体 を 注 ぐ こ
と 、
　 を 含 む 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 容 器 支 持 構 造 が 第 ３ の 開 口 を 閉 鎖 し 、 第 ２ の 要 素 及 び 容 器 支 持 構 造
が 第 ２ の 開 口 を 閉 鎖 し 、 第 １ の 要 素 及 び 第 ２ の 要 素 及 び 容 器 支 持 構 造 が 第 １ の 開 口 を 閉 鎖
す る よ う に し た 請 求 項 １ ３ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 第 １ の 開 口 、 第 ２ の 開 口 、 第 ３ の 開 口 が 全 体 に 円 形 で あ り 且 つ 第 １
の 回 転 軸 、 第 ２ の 回 転 軸 、 第 ３ の 回 転 軸 に 各 々 心 合 わ せ さ れ 、 第 １ の 要 素 、 第 ２ の 要 素 の
各 々 が 全 体 に 円 形 で あ り 且 つ 第 １ の 回 転 軸 及 び 第 ２ の 回 転 軸 に 各 々 心 合 わ せ さ れ 、 容 器 支
持 構 造 の 、 第 ３ の 開 口 を 占 有 す る 一 部 分 が 、 全 体 に 円 形 で あ り 且 つ 第 ３ の 回 転 軸 と 心 合 わ
せ さ れ る 請 求 項 １ ３ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 　 容 器 支 持 構 造 を 、 シ ー ル さ れ た チ ャ ン バ 内 に 位 置 付 け る こ と 、 壁 を
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、 該 シ ー ル さ れ た チ ャ ン バ の 壁 と す る こ と を 含 む 請 求 項 １ ３ の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ７ 】 　 第 １ の 要 素 を 壁 に シ ー ル し 、 第 ２ の 要 素 を 第 １ の 要 素 に シ ー ル し 、
容 器 支 持 構 造 を 第 ２ の 要 素 に シ ー ル し 、 か く し て 、 第 １ の 要 素 及 び 第 ２ の 要 素 及 び 容 器 支
持 構 造 を 回 転 に 際 し て シ ー ル 状 態 に 維 持 す る こ と を 含 む 請 求 項 １ ３ の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 容 器 取 付 構 造 ６ ０ は 図 で は 中 空 の 円 筒 形 状 で 示 さ れ る が 、 容 器 ２ ０ を 、 上 述 し た よ う に
位 置 付 け た 第 ３ の 回 転 軸 ５ ２ を 中 心 と し て 回 転 さ せ 得 る よ う に 取 り 付 け る た め に 使 用 さ れ
る 限 り に お い て 、 そ の 他 の 形 態 の も の を 満 足 裡 に 使 用 す る こ と が で き る 。 結 局 、 取 付 構 造
６ ０ が 第 ３ の 回 転 軸 ５ ２ を 中 心 と し て 回 転 す る と 、 取 付 構 造 に 結 合 さ れ た 容 器 ２ ０ の 相 当
す る 回 転 が 生 じ る 。 図 １ ～ 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 容 器 ２ ０ は 傾 斜 角 度 （ 容 器 の 垂 直 の 中
心 線 の 、 垂 直 の Ｙ 軸 か ら の 角 度 ） は ゼ ロ の 位 置 に あ る 。 容 器 取 付 構 造 ６ ０ と 容 器 ２ ０ と の
間 に 、 支 持 体 及 び 取 付 構 造 要 素 を 介 在 さ せ る こ と が で き る 。 中 空 の 円 筒 形 状 は 必 須 の も の
で は な い が 、 容 器 ２ ０ が 炉 で あ る 場 合 に は 、 電 力 及 び 冷 却 水 を 供 給 す る た め の ケ ー ブ ル や
配 管 が 必 要 で あ り 、 中 空 の 円 筒 形 状 に よ れ ば そ う し た ケ ー ブ ル 及 び 配 管 を 巡 ら せ る の に 好

合 な 通 路 が 提 供 さ れ る 。
　 第 １ の 要 素 ３ ０ 、 第 ２ の 要 素 ４ ０ の た め の 、 ま た 、 容 器 取 付 構 造 ６ ０ の た め の ベ ア リ ン
グ 、 シ ー ル 、 回 転 部 品 は 、 多 く の 方 法 で 作 成 す る こ と が 可 能 で あ り 、 特 定 の 構 成 部 品 は 以
下 に 説 明 さ れ る 。
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